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さらに定常状態での rÞ'r![:.子スペクトノレは V出〔α=(17a (v) -17s (v)) /17t (v) J に北例することが求め
られた口 II) 非均質系に対する|肉界計算の取り扱いについては， Meetz の )J法を熱 11 1性子吸収棒が
規則的に排列された周期性境界条件を持』つ増培系について拡張し，得られた結果が物理的に正しいこ
とを示した。皿)小型系に対するパルス I~I-' '[生子の減衰定数を，時間依存ボlレツマン方程式の P3 近似
解における同有値として求め，系が小刑となり系の吸収断面Tiiiが増加するほど拡散理論に合まれる誤
差が増加することを数値的に示した。さらに，上述の P3 近似解析によって求めた減衰定数が Begian


















第 4 章は小型系にけおる中性子の時間依存拡散問題を取り扱ったもので 6 節よりなる口従来の時間
依存拡散方程式は取り扱いが便利であるが，系の境界近傍のように中性子束の速度空間における方向
依存性が重要になるところでは適用できない。従って平均白由行程に対し小型と考えられる系に対し
てはさらに高いオーダーの近似を行なうことが実験結果の解析上必要になる。著者は実際のディメン
ションが取り入れられるような三次元で時間依存ボノレツマン方程式の P3- 近似解を求めている。通
常の拡散理論による小型系に対するパjレス中性子の減衰定数は，系が小型になる粍また系の吸収断面
積が増加する程，誤差が増加することを数値的に示し，さらに著者の計算が Begian 等の実験結果を
よく説明できることを述べている c
第 5 章は総括であって本論で得た結果をまとめている。
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本論文は原子炉設計上重要である水素を含む系に対する連鎖形式の輸送方程式の一般解を与え，ま
た周期性境界条件をもっ増倍系の臨界方程式を求めさらに小型系における中性子の拡散問題に明確な
解答を与えている。
以上のように本論文は原子力工学に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認め
る。
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